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プログラミング演習 (1)
イントロダクション

中村、小林、辻野、鈴木



まずは

• 教員とTAの紹介

–中村および助手の中川さん以外



次に

• 近くのひとと自己紹介して下さい



Slackに入りましょう

• Slack にログインして「#講義-プログラミング演
習2026」のチャンネルに入り、氏名が「B1-組-番
号 名前」、表示名がアルファベット表記になって
ることを確認する

– ブラウザからは fms-all.slack.com へ

• 通知は適切にOFFにしておくと良いと思いま
す（自分宛てとDMのみをONにする感じで）



何故 Java や C じゃないの？

• プログラミング嫌いを量産したくないから

–最初にJavaやCを学んだ学生さんの多くが挫折し
、プログラミング自体を嫌いになってしまう

–苦手意識を払拭できず、コンピュータ自体も嫌
いに

–一度嫌いになったら、そんじょそこらの教え方
ではプログラミングできるようになりません...

• 例えば、プログラミングでウインドウを出
すこと自体が大変で、心が折れてしまうも
のです



JavaやC言語でウインドウ
#include <windows.h>
#define WNDCLASSNAME TEXT("SampleClass")
LRESULT CALLBACK WindowProc(HWND hWnd, UINT msg, WPARAM wp, LPARAM lp)
{

switch (msg) {
case WM_DESTROY:

PostQuitMessage(0);
return 0;

}
return DefWindowProc(hWnd, msg, wp, lp);

}

int WINAPI WinMain(HINSTANCE hInst, HINSTANCE hPrevInst, PSTR lpCmdLine, int
nCmdShow)
{

HWND hWnd;
WNDCLASS wc;
MSG msg;
wc.style = CS_HREDRAW | CS_VREDRAW;
wc.lpfnWndProc = WindowProc;
wc.cbClsExtra = 0;
wc.cbWndExtra = 0;
wc.hInstance = hInst;
wc.hIcon = LoadIcon(NULL, IDI_APPLICATION);
wc.hCursor = LoadCursor(NULL, IDC_ARROW);
wc.hbrBackground = (HBRUSH)GetStockObject(WHITE_BRUSH);
wc.lpszMenuName = NULL;
wc.lpszClassName = WNDCLASSNAME;

if (!RegisterClass(&wc))  return 0;
hWnd = CreateWindow(

WNDCLASSNAME,
TEXT("SampleWindow"),
WS_OVERLAPPEDWINDOW | WS_VISIBLE,
CW_USEDEFAULT, CW_USEDEFAULT, CW_USEDEFAULT, CW_USEDEFAULT,
NULL, NULL, hInst,  NULL );

if (hWnd == NULL)  return 0;
while (GetMessage(&msg, NULL, 0, 0) > 0) {

DispatchMessage(&msg);
}
return (int)msg.wParam;

}

import java.awt.*;

public class Window01 {
public static void main(String args[]){

WindowTest windowText=new WindowTest();
}

}

class WindowTest{
  WindowTest(){

Frame frame;
    frame=new Frame("Window Test");
    frame.setSize(240, 240);
    frame.setVisible(true);

    Label label;
    label=new Label("Hellow Window");
    frame.add(label);
  }
}

Java C言語

正直心が折れます



もちろん

• Java や C言語の良いところは沢山

–高速に動作する

–色々な環境での開発に利用される

• Windows, Apple, Linux, Web, SmartPhone, ...

–ライブラリ（サポートしてくれるもの）が豊富

–多くの人が開発に利用している

– 2年次にJavaは扱う予定



何故 Processing か

• 視覚的なプログラム作成が容易

• プログラムの基礎を学ぶのに適している

• 最先端の研究でも実を言うと使われている

• FMS学科の研究でもかなり使われています

• Processing は Java の上で動作しているも
のであり、Java にとても似ている

• Processing を勉強した後、Java を勉強す
るのはとても簡単！



ちなみに

• Processingは描画だけではなく問題を解く
ことにも使える！



ちなみに

• Processingは描画だけではなく問題を解く
ことにも使える！



ChatGPT！

• OpenAIが提供するBotとのチャットサービス

• 様々な対話が可能だが、プログラミングに
ついても教えてもらうことが可能

• 他にも

– Gemini、Claudeなど



例えばこの問題

質問の例

(x+y)(y+z)(z+x)=0, x+y+z=20, xyz!-0, 
|x|<=20, |y|<=20, |z|<=20を満たすx,y,zの
組の数を求めるProcessingのプログラムを書
いて下さい



完璧なプログラムを出力



解説もお願いできる



以下のプログラムを解説して



プログラミングを学ぶ意義

• 私もChatGPTおよびClaudeを多用しており、システ
ム開発をしているため、ない時代には戻れない

– 月にAIだけで200ドル程度課金してますし戻れません

– かなり開発速度が高速化されています

• 最新モデルだと、プログラミング演習で出す課題
の60～70%はChatGPTで楽に解けます

– 一昨年の今の段階だと10～20%程度、去年で30～40%程度
でした

• 疑問

– 今後プログラミングの勉強をしていく必要はなくなる？

– このプログラミング演習の講義は無駄？



AIと脆弱性の問題

• 脆弱性のあるコードを書く度合い

– AIを使ったユーザ＞AIを使わなかったユーザ          
[Perry+ 2022]

• Copilotの出力するコードの脆弱性

– AI生成のコードに既知のセキュリティバグが40%含まれ
る [Pearce+2022] 

– AI生成のPythonコードの29.5%、JavaScriptコードの
24.2%に何らかのセキュリティ上の弱点 [Fu+ 2024]

Perry, Neil, Srivastava, Megha, Kumar, Deepak, & Boneh, Dan. (2023). Do Users Write 
More Insecure Code with AI Assistants? Proc of CCS '23, pp.26-30, 2023.
Pearce, Hammond, Ahmad, Benjamin, et al. (2022). Asleep at the Keyboard? Assessing 
the Security of GitHub Copilot’s Code Contributions. Proc of S&P 2022, pp.754-768.
Fu, Zixuan, Li, Yuxuan, et al. (2024). Security Weaknesses of Copilot-Generated 
Code in GitHub Projects. arXiv:2402.00024.



AIとダークパターンの問題

• ダークパターンを混入してしまう

– AIで生成したECサイト312件のうち、34%でダークパター
ン（隠ぺいや期間限定などの煽り）を含んでいた 
[Chen+ 2025]

• LLMの応答のダークパターン性

– チャットボットなどの対話が、開発元の利益を優先する
ようなものになっている問題 [Kran+ 2025]

Chen, Ziwei, Kiseleva, Julia, et al. (2025). Hidden Darkness in LLM-Generated 
Designs: Exploring Dark Patterns in Ecommerce Web Components. arXiv:2503.00057.
Kran, Esben, Kreps, Sarah, et al. (2025). DarkBench: Benchmarking Dark Patterns in 
Large Language Models. arXiv:2502.09180.



AIと倫理・著作権問題

• AIが生成するコードの13.47～41.90%に、何らかの
ジェンダーバイアスの入ったコードを出力 
[Huang+ 2025]

• 最先端モデルでもコード中                       
0.88～2.01%程度は既存の                            
オープンソース実装と酷似                         
[Xu+ 2024]

– しかもライセンス明示なし

Huang, D., Chen, J., et al. (2025). Bias Testing and Mitigation in LLM-based Code 
Generation, ACM Transactions on Software Engineering and Methodology (TOSEM).
Xu, W., Yu, Y., et al. (2024). A First Look at License Compliance Capability of 
LLMs in Code Generation. arXiv:2401.01667.



AIによる開発が抱える問題

• 生成AIのプログラムには問題がある

–脆弱性のあるプログラムを作ってしまう

–ダークパターンを含んだものを作ってしまう

–倫理的に問題のあるプログラムを作ってしまう

–著作権の問題が生じる可能性がある

–データの漏洩に繋がる可能性がある

• つまり、何をやっているかを読んで把握で
きることが重要



プログラミングを学ぶ意義

• そもそも生成AIは完璧ではない

– 思い浮かべたものを完璧に作れるAIが実現できたらプロ
グラミングを学ぶ必要はなくなるが、完璧なものは無理

– どこに問題があるかを見出し、それをどう修正するかを
指示し、また実際にどう手を入れていくかについては、
ひとの力（プログラムを理解する力、読む力）が必要

– AIもプログラムを書いているので、どう指示するか？に
プログラミングをベースとした思考が必要

• 例えば

– 生成AIで絵を作成することは可能。ただ、絵のセンスが
なく、修正できないのであればそこから先はない

– 文章を生成AIで作ることは可能。ただ、文章を書く技術
を磨かなければ、何がいいか、悪いかが判断できない



さて

• プログラマ、エンジニアの仕事はなくなっ
ていくのだろうか？

• 今のところ私の答えは「NO」

–新しいものを作り出すことは出来ない

–ひとのためのシステムの開発は難しい

–生成AIもプログラムを書いている以上、その指
示にはプログラミング的素養が必要

–ただ、駆け出しエンジニア・プログラマ的な職
はなくなる（FMSで力つけましょう）

• 実際企業の募集は駆け出し向けはなくなっている  
（これは悪い方向性だと思うけど...）



この演習講義の特徴

• 講義資料の予習と、講義内の課題を通して
学習してください。

–ここでしっかり悩み、取り組めば力が付きます

–プログラミング経験がなかったのに、FMSを巣立
ち、その後素晴らしいエンジニアになってる卒
業生もここを通っていきました。信じて下さい

• 課題を解くのでさぼると力がつかず、その
あとの試験で撃沈します

–課題はその時間内に解けなくても、テストで点
数を取れば十分挽回できます



さて、それを踏まえて…

• 本演習講義は課題においてウェブ上のプログラム
や他人のプログラムをコピーして使うことは厳禁

– プログラミング演習はプログラムが書けるようになるこ
とを目的としています！

– 写すと時間とお金の無駄です！！

• 他人のプログラムを写しているような行為が発見
された場合は、提供した人も、コピーした人も両
者をカンニング扱いとします

– コピーする人は本当に稚拙な書き換えしかしませんので
要注意！！

• 「見せない」「写させない」が重要です

• 課題にはChatGPT/Gemini/Claudeは使わないこと！



コピーとは？

• 他人から完成したプログラム自体を受け取
り、それに何らかの手を加えること提出

• 他人から完成したプログラムの写真を受け
取って、それを写して手を加えること提出

• 他人に完成したプログラムをディスプレイ
に表示し続けてもらい、それを写して手を
加え提出



例

COLORという変数を使ったのは2人だけ







特徴的なインデント



特徴的なスペース



思っている以上に・・・

• みなさんが思っている以上に、コピーさせてくれ
という人は稚拙な書き換えしかやりません

– 変数名変更、数値の値変更（小説で登場人物の名前を変
えたようなもの）

– コメントの追加・削除・変更

– その割に、特殊な変数や記述を使い続ける

• そもそももっとお馬鹿なことも

– 他人のプログラムをそのまま出している

情報技術を使えば簡単に近さも計算できます



一昨年度の事例

• プログラムの類似度（レーベンシュタイン
距離）をもとにしてネットワークグラフを
構築したところ、下図のような結果に

–線の太さは類似回数を意味しています

発展課題のみ 基本課題＋発展課題



レーベンシュタイン距離

• あるテキストを、どの程度書き換えたかの
判定に利用されるもの

–通常、それぞれが独立にコードを書いている場
合は似通わない

–誰かのものをコピーして書き換えた場合は、か
なり似通った結果になる



書き換えの稚拙さ

• 改行位置や変数名変更、順番の変更程度の
編集距離はかなり小さい（教えるだけでこ
んなに似ることはありません）



類似



The 稚拙



書き換えたつもり？

• この程度でも当然類似判定されます



他の人にも転送されます

• 成績S → 成績B → 成績C/F という転送経
路を確認（コードの書き換え距離から）

–昨年度は甘々判定で、Sの人は減点していません
が今年度は同罪としてSの人も減点します



課題提出の怖さ

• 手書きとは異なり、デジタルでの課題提出
は、後で何度も類似判定ができてしまう

–蒸し返される危険性があることに注意！

• 絶対にコピーしない！ コピーさせない！ 
ことを注意して下さい



先輩にもらわないこと！

• 先輩のプログラムをもらって再利用した場
合、そのプログラムを誰が同じようにもら
ってるかがわかりません

–先輩のプログラムを使うことで、知らない他者
と似通うということになってしまいます！

• 剽窃判定されてしまうため、絶対に先輩の
プログラムはコピーしないこと！

先輩

後輩 後輩

類似

提供提供



生成AIの利用について

• ChatGPTなどを使って学習することは問題あ
りませんが、課題を解き提出すすることは
禁止していますので注意

–力もつきませんしいいことはありません

• 一番危険なのは、生成AIを使うことで、他
者とコードが類似してしまうこと（これで
減点されている人もいるかも知れません）

• 昨年は明らかにChatGPTを使ったと思われる
ものを減点。今年度はもう少し厳しくする
かも？



生成AIによる類似例

• これくらい違っても類似ペアとして類似判
定されます



提供してもらわないように！

• みなさんがコピーしてしまうことにより、コピー
提供者も迷惑を被ります

• この講義を前提に、

– エンタテイメントプログラミング演習（1年夏）

– プログラミング演習2（1年秋）

– メディアプログラミング実習（2年春）

– アルゴリズム基礎（2年春）

– Webプログラミング実習（2年秋）

– があるため、逃げたらずっと苦しむだけ。勉強にもなり
ませんのでしんどいなりに立ち向かいましょう！

• これまで英語や数学とかを勉強してきたときどう
してます？ どれくらいの時間をかけてきました？



提供しないように！

• 良かれと思ってやりたくなる気持ちはわか
ります

• 教えるのが面倒でこれみとけって気分にな
ることもあるでしょう

–でも、同一レポート（課題）の提出があった場
合、提供された側が正直に申告しない場合は提
供元・提供先の両方が処罰の対象となります

–そんなしょうもないことで人生を狂わせてはも
ったいないので、くれぐれも注意してください

• 他の講義でも問題になりつつあります。絶
対にレポートはコピーさせないこと！



これまで来た質問

• 教えたら類似するのでは？

–多少は類似するでしょう。ただ、積み木でお城
を作るという課題で同じ形、同じ色の積み木を
同じように積むことはあり得るでしょうか？

–見せなければ一致しない

• 教えることを禁止するのか？

–ぜひとも教えて下さい、ただコピーが発生する
ような行為は慎んでください

• 他人のプログラムを見てはだめなのか？

–教えるときは見ざるを得ませんので、その時は
見て下さい。ただ、見せて教えないで下さい。



さて、プログラミングとは

• カップラーメンを作る方法をどう伝える？

–「お湯入れて3分待つだけ」

–で、ちゃんと伝わる？

• 以下の図形を言葉だけで指示して描いても
らうときどう指示する？



さて、プログラミング習得

• 習得する方法には主に、2つの道があります

(1) 作りたい欲にまかせて、自分で調べつついろ
いろなプログラムを作っていく

• 本当はこちらが上達速度も早くおすすめです

• ただ誰もができる道ではないとはわかっています

(2) ひたすら写経していく

• 作りたい欲がない場合、一番手っ取り早いのが勘所
を掴むため写経するということになります。ひたす
ら書いて覚える！

• そのためにシステムも用意しました typing.run

–他で、競技プログラミングをやる手もあるよ



ということで

• 「作りたい欲」がでないと思う人は、まず
は typing.run を利用してプログラムを何
度も写経してみてください

–そのうち、なにか作りたいものが見えてくる人
も多いものです

–また、予習資料にあるプログラムや課題、過去
の課題などにも挑戦してみましょう！

• タイピング練習と思って、まずはプログラ
ムをどんどん書いてみましょう！



ちなみに

• なぜ typing.run をやるの？

– プログラミングでつまづきやすいポイント

• 英語アレルギー

• 命令名のケアレスミス

• {}(),;などの記法

• タイプ速度が遅い

– こうした問題をタイピングにより解決

• 英語になれる

• 命令名の入力ミスはしない

• 記法になれる

• タイプ速度が早くなる

• コード補完があるしタイピング意味ないのでは？

– コード補完＋高速タイピングこそが強い

– コンピュータを使ううえでタイピングは必須



講義の進行（シラバス補足）

1. イントロダクション

2. プログラミングの基礎

3. アニメーション

4. 計算と変数

5. 関数

6. 条件分岐

7. 多段の条件分岐と関数

8. 中間確認試験（6/8を予定）

9. 繰り返し

10. 多重繰り返しと関数

11. 配列

12. 多重配列と関数

13. マルチメディア

14. 最終確認試験（7/20を予定）



進め方

• 講義に出席すること（対面出席必須です）

• 講義資料は事前にPDFで配布

– 資料 https://lecture.nkmr.io/ は必ず予習すること

• typing.runを予習のかわりに

• 課題を配布

– 基本課題と発展課題の両方を電子的に配布

– 説明の後、各自課題に取り組む

• 課題をppcに提出

– ChatGPTと教員とTAで課題のチェックを実施

– 基本課題が終わるまでは帰ってはだめ！

– 発展課題は講義中にはチェックしませんので確実に動作
しているかどうかを周りのひとなどと確認しましょう！

https://lecture.nkmr.io/


講義の流れ

• 13:30-13:50 解説

• 13:50-14:00 課題提示

• 14:00-16:30 課題を解く＋提出する

• 16:30-17:00 課題解説



評価（シラバス補足）

• 各回のタイピング予習の達成度: 10点

• 各回の課題をすべて課題の目標を達成して満点

• タイピングの点数については次ページで

• 基本課題: 30点

• 基本課題は必ず終わらせて提出してください

• 時間内に採点します

• 発展課題: 10点

• 発展課題は講義の指定時間内に完成させると加点

• 次回の講義開始前までは50%を満点として採点

• 時間内には採点しません

• 中間確認試験・最終確認試験: 各25点（計50点）



タイピング予習

• 各回の予習点数

– 予習点数 = 各回の点 * (達成課題ポイント合計 / 課題数)

• 1ポイントとなる条件

– その課題で1度は200CPM以上を達成した

– その課題で1度は175CPMを達成しており2回タイピングした

– その課題で1度は150CPMを達成しており3回タイピングした

– その課題で1度は125CPMを達成しており4回タイピングした

– その課題で5回タイピングした

• 他人にやってもらうことは不正に相当します

– タイピング速度が普段と明らかに違う、普段と特殊キーのタイプ速
度が違うなどあった場合、不正とみなし点数剥奪となります。



タイピング予習

• 達成課題ポイントは0 or 1ではなく、実数値とします

• あるCPMを達成している場合に、n回がノルマとしてあげら
れている場合で、m回実施していた場合、m/nが達成課題ポ
イントとして付与されます

– 現在、第1～3回分については、過去のノルマが生きてるので少し表
示がおかしいです（後ほど修正される予定です）。



タイピング予習

• typing.run のダッシュボード機能にアクセスする
ことによって取組状況を確認できます



typing.run の使い方

• Meiji mailでログイン

–タイピングできることを試して下さい

– (1) 最初のプログラムを入力しましょう！



大学外からの利用

• 自宅から接続する場合は、多要素認証をし
ておくかVPN接続をする必要があります！

–多要素認証をしておくと、2ヶ月くらいは特に入
力する必要なくなるのでおすすめ

• https://www.meiji.ac.jp/isc/mm-mfa/

– VPN接続の方法はこちら

• https://www.meiji.ac.jp/mind/ssl-vpn/

• typing.run で第1回について、達成してい
るのに1ptいってないのは去年の設定が残っ
ているせいですので気にしないで下さい

https://www.meiji.ac.jp/isc/mm-mfa/
https://www.meiji.ac.jp/isc/mm-mfa/
https://www.meiji.ac.jp/isc/mm-mfa/
https://www.meiji.ac.jp/isc/mm-mfa/
https://www.meiji.ac.jp/mind/ssl-vpn/
https://www.meiji.ac.jp/mind/ssl-vpn/
https://www.meiji.ac.jp/mind/ssl-vpn/
https://www.meiji.ac.jp/mind/ssl-vpn/


今回の目標

• 終わった部分

• typing.run の使い方を学ぶ

• これから

• Processing で入力してみる

• ppc で提出してみる（GPTチェックを試す）



Processing とは

• Processing プロジェクトは2001年春に開始

• アート、デザイン界向けにJava拡張として

• プログラムすることをスケッチすると言う

• 多くのライブラリを導入することで各種の
処理が可能に

• プログラムの実行は再生ボタンを押すだけ

再生ボタン



想像してみましょう

• 画面にウインドウを作るのってどうする？

• 国旗のようなものはどうやって作る？

• どうやったら沢山の平行な線を描ける？

• キャラクタはどうやって描画する？

• キャラクタを動かすにはどうしたら良い？



最初に

• 下記のコード（プログラム）を入力して、再生ボ
タン（実行ボタン）を押してみましょう

void setup(){

size(400, 300);

background(255, 255, 255);

fill(255, 0, 0);

circle(200, 150, 150);

}

400x300のウインドウを作る

背景色を白色(255,255,255)にする

塗りつぶしの色を赤色(255,0,0)にする

(200,150)を中心として直径150の円を描く
塗りつぶしの色は最後に指定した赤色



ちなみに

• ChatGPTさんは不思議なコードを出力



動かない？？

• 何かプログラムが読み込めないエラーが発生した
時、Processingはハイライトしてそこら辺がおか
しいということを教えてくれます

ここまたは、ココらへんが
おかしいという意味

エラーメッセージ
高校レベルの英語なので読もう



動かない？？

関数elipse(int,int,int,int)は存在しません

ちょっと不思議な日本語だけど大丈夫なはず！

仮に英語でも難しくない

elipse は ellipse の間違い！

注意してみると ellipse は青色に
elipse は黒色になっており違う！



エラーは最初に注目

• エラーメッセージは沢山表示されます

–一部おかしなところがあると、そこから他の部
分もおかしいと判断されることがよく有ります

–表示されるエラーメッセージは、最初にどんな
メッセージが表示されているか注目しましょう

• ここにエラーがある！と完璧に推定するこ
とはコンピュータには難しい

–その行または、その前後の行におかしなところ
がないかをチェックしよう！

–例えば、セミコロンが抜けている場合に、次の
行でエラーが出ます



保存しましょう

• ファイル ➔ 名前を付けて保存 で保存

–名前をつけて保存

–どんどん保存しましょう

• ファイル ➔ 新規

• プログラムを新規作成



フォルダ構造

• Processingのプログラムは、フォルダとセット

– （例）スケッチ（プログラム）を、デスクトップに
Programというフォルダを作成し、「Japan」という名前
で保存する場合（WindowsもMacも同じ）



フォルダ構造

• 「Japan」という名前で保存すると。。。

– 下図のように、名前が「Japan」というフォルダの下に
、「Japan.pde」というプログラムが保存される

– Japanというフォルダは自動生成される



注意点

• Processingの名前は英数字のみ（ただし、1
文字目は英文字のみ）

– Processingでは、日本語の名前でプログラムを
保存することはできません

– Processingでは、プログラム名に空白や記号は
使えません



開き方

• メニューの ファイル→ 開く から選んで開く！

• 関連付けを行うとダブルクリックで開けるように
なる！



ppcでの課題の提出方法

• https://ppc.nkmr.io/ にアクセスしてください

• 開発者は、中村研の関口祐豊くん（TAです）

• ChatGPTによりプログラミング課題の事前簡易チェック
＋プロンプトの動的修正により課題チェック精度を上げ
ていく世界初のシステムです

• Meiji Mail でログインし、課題の提出を行います

• 自動採点機能があり、それである程度判定可能です

• ChatGPTはある程度の判定はできますが、誤判定も
多いため、無視して提出することも可能

https://ppc.nkmr.io/
https://ppc.nkmr.io/


ppcでの課題チェックの流れ

学生がppcに課題を提出

必要情報はあるか？

ある
ない

条件を満たしているか？

ChatGPT

満たしている

条件を満たしているか？

TA/教員

満たしている

課題完了

満たしていない
提出する？

提出待ち

提出する

提出
しない

満たして
いない



初回の課題

• Processing で日本の国旗が表示できてプログラム
を basic_Japan という名前で保存し、ppcに提出
してチェックしてもらう

• typing.run にログインして、第1回の1つのプログ
ラムを最低4回入力する（自己申告）



次週の課題（予告）

• 基本課題 スケッチ名: basic_Character

– 500x500のウインドウを作成し、その中に好きな
キャラクタの絵をProcessingで描画しよう！

• なお，キャラクタには手、足、頭、目があるように
せよ

• 今後の課題で使う可能性があるため，キャラクタは
残しておけ



入手元

Processingを下記のURLよりダウンロードして
ファイルを解凍して利用しよう！

お金に余裕があれば寄付も！

https://processing.org/download/
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